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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 3,171 12.6 △53 ― △11 ― △25 ―

2022年３月期第１四半期 2,816 12.0 △171 ― △92 ― △99 ―
(注)包括利益 2023年３月期第１四半期 △21百万円( ―％) 2022年３月期第１四半期 △97百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 △1.08 ―

2022年３月期第１四半期 △4.25 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 9,143 708 7.7 30.38

2022年３月期 8,708 729 8.4 31.29
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 708百万円 2022年３月期 729百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年３月期 ―

2023年３月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

当社グループは、2019年３月期以降について業績予想の開示を行っていません。詳細は、2022年５月12日付公表の

「2022年３月期決算短信(サマリー情報) ３.2023年３月期の連結業績予想」をご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 24,172,000株 2022年３月期 24,172,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 864,592株 2022年３月期 864,592株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 23,307,408株 2022年３月期１Ｑ 23,307,408株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

経営成績および財政状態等の概況は、2022年８月10日提出予定の第98期第１四半期報告書をご参照ください。

当該報告書は、ＥＤＩＮＥＴ(金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム)を

利用して閲覧できます(http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/)。
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１．四半期連結財務諸表および主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 974 1,079

受取手形、売掛金及び契約資産 2,059 2,030

商品及び製品 1,340 1,400

仕掛品 669 711

未成工事支出金 230 374

原材料及び貯蔵品 366 440

その他 51 34

貸倒引当金 △9 △5

流動資産合計 5,683 6,064

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,934 6,946

減価償却累計額 △5,666 △5,685

建物及び構築物（純額） 1,268 1,261

機械装置及び運搬具 4,380 4,432

減価償却累計額 △4,087 △4,111

機械装置及び運搬具（純額） 292 321

工具、器具及び備品 1,185 1,193

減価償却累計額 △1,096 △1,093

工具、器具及び備品（純額） 89 100

土地 955 955

リース資産 393 277

減価償却累計額 △288 △208

リース資産（純額） 105 69

建設仮勘定 62 87

有形固定資産合計 2,772 2,794

無形固定資産 41 43

投資その他の資産

投資有価証券 99 106

その他 113 136

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 210 240

固定資産合計 3,024 3,078

資産合計 8,708 9,143
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,487 2,701

短期借入金 2,200 2,200

1年内償還予定の社債 40 40

1年内返済予定の長期借入金 99 94

リース債務 70 46

未払法人税等 55 19

賞与引当金 168 106

製品保証引当金 62 62

その他 919 1,313

流動負債合計 6,102 6,584

固定負債

社債 100 100

長期借入金 240 220

リース債務 39 32

繰延税金負債 3 3

役員退職慰労引当金 67 70

退職給付に係る負債 1,315 1,315

その他 109 108

固定負債合計 1,876 1,851

負債合計 7,979 8,435

純資産の部

株主資本

資本金 3,470 3,470

資本剰余金 1,584 1,584

利益剰余金 △3,910 △3,935

自己株式 △338 △338

株主資本合計 806 780

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 △99 △91

退職給付に係る調整累計額 21 18

その他の包括利益累計額合計 △76 △72

純資産合計 729 708

負債純資産合計 8,708 9,143
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（２）四半期連結損益計算書および四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 2,816 3,171

売上原価 2,026 2,231

売上総利益 790 940

販売費及び一般管理費 961 993

営業損失（△） △171 △53

営業外収益

受取利息 0 0

持分法による投資利益 2 1

為替差益 1 40

その他 84 8

営業外収益合計 89 51

営業外費用

支払利息 6 5

その他 4 4

営業外費用合計 10 9

経常損失（△） △92 △11

特別利益

固定資産売却益 0 ―

特別利益合計 0 ―

特別損失

固定資産除却損 2 8

特別損失合計 2 8

税金等調整前四半期純損失（△） △93 △19

法人税、住民税及び事業税 5 5

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 5 5

四半期純損失（△） △99 △25

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △99 △25
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純損失（△） △99 △25

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 5 3

退職給付に係る調整額 △1 △3

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 4

その他の包括利益合計 1 3

四半期包括利益 △97 △21

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △97 △21

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 2021年４月１日　至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報ならびに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

住設環境
機器事業

機能性
セラミック
商品事業

陶磁器事業

売上高

一時点で移転される財
およびサービス

461 575 217 1,254 ― 1,254

一定の期間にわたり移転
される財およびサービス
(注)３

1,561 ― ― 1,561 ― 1,561

顧客との契約から生じる
収益

2,023 575 217 2,816 ― 2,816

外部顧客への売上高 2,023 575 217 2,816 ― 2,816

セグメント間の内部
売上高または振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,023 575 217 2,816 ― 2,816

セグメント利益(△損失) 87 21 △108 0 △171 △171

(注) １．セグメント利益の調整額△１億71百万円は、報告セグメントに帰属しない部門に係る費用です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

３．住設環境機器事業の一定の期間にわたり移転される財およびサービスには、代替的な取扱いを適用し、完全

に履行義務を充足した時点で収益を認識した財およびサービスを含んでいます。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 2022年４月１日　至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報ならびに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

住設環境
機器事業

機能性
セラミック
商品事業

陶磁器事業

売上高

一時点で移転される財
およびサービス

467 678 333 0 1,480 ― 1,480

一定の期間にわたり移転
される財およびサービス
(注)４

1,690 ― ― ― 1,690 ― 1,690

顧客との契約から生じる
収益

2,158 678 333 0 3,171 ― 3,171

その他の収益(注)５ ― ― 0 ― 0 ― 0

外部顧客への売上高 2,158 678 333 0 3,171 ― 3,171

セグメント間の内部
売上高または振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 2,158 678 333 0 3,171 ― 3,171

セグメント利益(△損失) 91 78 △26 △4 139 △193 △53

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規事業に係るものです。

２．セグメント利益の調整額△１億93百万円は、報告セグメントに帰属しない部門に係る費用です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

４．住設環境機器事業の一定の期間にわたり移転される財およびサービスには、代替的な取扱いを適用し、完全

に履行義務を充足した時点で収益を認識した財およびサービスを含んでいます。

５．「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく収益です。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、捨てられるボーンチャイナを肥料として再利用する世界初の商品

「BONEARTH®」の販売を開始したことに伴い、サーキュラーエコノミーを推進する独立した事業セグメント(新規

事業)として区分することとしました。これに伴い、事業セグメントを従来の「住設環境機器事業」「機能性セラ

ミック商品事業」「陶磁器事業」から「住設環境機器事業」「機能性セラミック商品事業」「陶磁器事業」「新

規事業」に変更し、「新規事業」については量的な重要性に乏しいため「その他」として区分しています。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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２．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

(重要事象等が存在する旨およびその内容)

当第１四半期連結累計期間において、53百万円の営業損失を計上していますが、前年同四半期と比較して１億18百

万円赤字幅を縮小しています。

また、すべての事業セグメントにおいて、売上高および営業利益は前年同四半期と比較して増加(陶磁器事業におい

ては営業損失の減少)しています。これは、主に住設環境機器事業において省エネ型小型浄化槽「水創り王®」、機能

性セラミック商品事業の製品販売、陶磁器事業においても海外向けの販売が好調であったことによるものであり、中

期経営計画で取り組んでいた「収益力の向上」について一定の成果が得られつつあります。継続して営業損失を計上

している陶磁器事業においては、足元の需要量や付加価値の高い特注品の受注に応じた製造体制への転換を進め、需

要量に応じた製造水準維持による製品在庫数量の減少が進展し、中期経営計画で取り組んでいた「財務体質の強化」

についても一定の成果が得られつつあります。

なお、いずれの事業においても当第１四半期連結累計期間末の受注残高は2022年３月期末比で増加しています。ま

た、当該受注残高は当連結会計年度における売上高に結びつくことが見込まれます。

次に、資金計画の前提として、当社グループでは当連結会計年度を初年度とする３ヶ年中期経営計画を策定しまし

た。当該中期経営計画の中では、当社グループの各事業が安定的な営業利益を確保するための施策を講じており、特

に当面の資金繰りに関連する当連結会計年度の計画において、主に次の施策の実行により営業利益の計上を見込んで

おり、資金計画の達成に資するものと考えています。

・住設環境機器事業では、小型浄化槽「水創り王®」の拡販を引き続き進めるとともに、当連結会計年度に売上計上

を予定しているバンクチュール®の大型案件を予定どおり進捗させることで、売上高、営業利益の積み上げを行いま

す。

・機能性セラミック商品事業では、特にＯＡ機器用基板の販売拡大に向けて、納入先メーカーとの協議および開発

を進展させ、増産に対応するための新たな設備投資を前提に製造販売することで、売上高、営業利益の積み上げを

行います。

・陶磁器事業では、製造原価低減を推進しつつ、付加価値の高い特注品の販売比率を高めることで、営業利益の改

善を行います。

資金計画を達成するためには、取引金融機関との密接な関係の維持が不可欠となります。当社では、必要となる運

転資金の確保のために、取引金融機関と当座貸越契約を締結して必要な資金枠を確保しています。そのうえで、取引

金融機関への毎月業況および中期経営計画の進捗状況の説明を行い、資金計画を提示しています。

なお、当社の当連結会計年度に係る資金計画には、上述の機能性セラミック商品事業において計画している設備投

資を含んでいます。

以上の状況により、継続した営業損失の計上を踏まえ継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況

は存在していると認識しているものの、その不確実性の解消に向けて新たに策定された中期経営計画の内容を踏まえ

て当面の資金繰りへの不安が解消されてきており、新規の設備投資に向けた資金面の検討が進捗していることから、

当社グループは継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しています。

　


